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(54)【発明の名称】 液晶表示装置、及び液晶駆動方法

(57)【要約】
【課題】  本発明の課題は、ＴＦＴ型液晶表示パネルを
駆動する際の消費電力を低減することが可能な液晶表示
装置、及び液晶駆動方法を提供することである。
【解決手段】  液晶表示パネル９の各画素電極に対向配
置された共通電極に所定周期毎に極性反転する共通信号
Ｖcomを共通信号生成回路１６によって供給し、走査ド
ライバ７によって、各走査ラインに所定の走査タイミン
グで走査信号を供給し、信号ドライバ１８によって、各
信号ラインに前記共通信号Ｖcomの極性反転のタイミン
グで交互に極性反転させながら表示信号ＶDを供給する
液晶表示装置１０において、前記信号ラインに供給する
表示信号ＶDの中心電位を前記共通信号の極性反転のタ
イミングで、共通信号の極性反転方向に対する逆極性の
方向にシフトさせることにより、前記共通信号Ｖcomの
振幅を論理回路駆動用の電源電圧と同程度に抑える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】各画素を構成する画素電極に接続されたス
イッチング素子を複数の走査ラインと複数の信号ライン
の各交点にマトリックス状に配置してなる液晶表示パネ
ルと、
前記各画素電極に対向配置された共通電極に所定周期毎
に極性反転する共通信号を供給する共通電極駆動手段
と、
前記スイッチング素子のゲート電極に夫々接続された各
走査ラインに所定の走査タイミングで走査信号を供給す
る走査側駆動手段と、
前記スイッチング素子のソース電極に夫々接続された各
信号ラインに、前記共通信号の極性反転のタイミングで
交互に極性反転させながら表示信号を供給する信号側駆
動手段と、
を備えた液晶表示装置において、
前記信号側駆動手段は、前記表示信号の中心電位を、前
記共通信号の極性反転のタイミングで、前記共通信号の
極性反転方向に対する逆極性側に変動させて前記信号ラ
インに供給することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記信号側駆動手段が、デジタル映像信号
をアナログ表示信号に変換するＤ／Ａ変換器を備えたデ
ジタル入力駆動手段である場合、前記共通信号の極性反
転のタイミングで前記Ｄ／Ａ変換器の基準電圧を前記共
通信号の極性反転方向に対する逆極性側に切り替える手
段を備えることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】前記共通電極駆動手段は、
入力される極性反転信号を所定の電圧値と比較して反転
増幅する比較増幅回路及びバイアス調整回路からなる共
通信号生成手段を備え、
前記比較増幅回路には論理回路駆動用の電源を使用する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】前記共通電極駆動手段は、
入力される極性反転信号を反転するインバータ及びバイ
アス調整回路からなる共通信号生成手段を備え、
前記インバータには論理回路駆動用の電源を使用するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装
置。
【請求項５】前記共通電極駆動手段は、入力される極性
反転信号を反転するインバータからなる共通信号生成手
段を備え、
前記インバータから出力される信号を前記共通電極に直
接供給することを特徴とする請求項１または２に記載の
液晶表示装置。
【請求項６】液晶表示パネルの各画素を構成する画素電
極に接続されたスイッチング素子を複数の走査ラインと
複数の信号ラインの各交点にマトリックス状に配置し、
前記各画素電極に対向配置された共通電極に所定周期毎
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に極性反転する共通信号を供給し、
前記スイッチング素子のゲート電極に夫々接続された各
走査ラインに所定の走査タイミングで走査信号を供給
し、
前記スイッチング素子のソース電極に夫々接続された各
信号ラインに、前記共通信号の極性反転のタイミングで
交互に極性反転させながら表示信号を供給して、前記各
画素毎の液晶を駆動する液晶駆動方法において、
前記表示信号の中心電位を、前記共通信号の極性反転の
タイミングで、前記共通信号の極性反転方向に対する逆
極性側に変動させて前記信号ラインに供給することを特
徴とする液晶駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はアクティブマトリッ
クス型の液晶表示画面を駆動する液晶表示装置、及び液
晶駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】スイッチング素子を用いた液晶表示装置
には、例えば、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ；Thin Film 
Transistor）を用いて各画素毎に走査タイミングに応じ
て映像信号（表示信号ＶD）を書込み、液晶を駆動する
アクティブマトリックス型のＴＦＴ液晶パネルが知られ
ている。
【０００３】ここで、図８～図１０を参照して、従来の
液晶表示装置１００の構成及び動作を説明する。図８
は、従来の液晶表示装置１００の構成を示すブロック図
であり、図９は従来の共通信号生成回路６を示す図であ
り、図１０（ａ）はコントローラ５から入力される極性
反転信号ＰＯＬ、図１０（ｂ）は液晶に印加する共通信
号Ｖcom及び表示信号ＶDの波形を示す図である。
【０００４】図８に示すように液晶表示装置１００は、
電源供給回路１、ビデオインターフェイス回路３、反転
アンプ４、コントローラ５、共通信号生成回路６、走査
ドライバ７、信号ドライバ８、及び液晶表示パネル９か
ら構成される。
【０００５】電源供給回路１は、各種電圧値の電源を生
成して、液晶表示装置１００の各部へ供給する。走査ド
ライバ７に対しては論理回路駆動用の５．０Ｖ電源ＶD
D、ゲート信号ＶGの最大１３．５Ｖ程度のハイレベル用
電源ＶGH、及び－１８Ｖ程度のローレベル用電源ＶGLを
供給し、信号ドライバ８に対しては、論理回路駆動用の
５．０Ｖ電源ＶDD、及び表示信号ＶD用のバイアス電源
ＶSHを供給し、また、走査ドライバ７及び信号ドライバ
８に対して接地電圧Ｖ0（ＧＮＤ）を供給し、反転アン
プ４に対して、反転ＲＧＢ信号の中心電位Ｖaを供給す
る。また、共通信号生成回路６に対しておよそ３．０Ｖ
の電源ＶCC、及びゲート信号ＶGの最大１３．５Ｖ程度
のハイレベル用電源ＶGHを供給する。
【０００６】映像信号入力端子２から入力される、例え
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方式のコンポジット映像信号がビデオインターフェイス
回路３に送られる。
【０００７】ビデオインターフェイス回路３は、入力さ
れたコンポジット映像信号に対して同期分離検出や、コ
ントローラ５によるタイミング制御信号（図示省略）に
応じてバースト信号を抽出してクロマ処理等を行うこと
により、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号であるＲＧＢ信号、水平
同期信号Ｈ、及び垂直同期信号Ｖをデコードして出力す
るものであり、ＲＧＢ信号を反転アンプ４へ、各同期信
号Ｈ，Ｖをコントローラ５へそれぞれ出力する。
【０００８】反転アンプ４は、ビデオインタフェース回
路３から供給されるＲＧＢ信号をコントローラ５から入
力される極性反転信号ＰＯＬに応じて１水平走査期間
（１Ｈ）単位または１フィールド単位といった所定の周
期で極性を反転させて反転ＲＧＢ信号を生成し、信号ド
ライバ８へ出力する。
【０００９】コントローラ５は、液晶表示装置１００の
各部の動作制御を行う。具体的にはビデオインタフェー
ス回路３から供給される同期信号Ｈ，Ｖに基づいて、液
晶表示パネル９の走査ラインを駆動する走査ドライバ７
に水平制御信号を、また液晶表示パネル９の信号ライン
を駆動する信号ドライバ８に垂直制御信号をそれぞれ出
力する。
【００１０】共通信号生成回路６は、図９に示すよう
に、オペアンプＯＰ、抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３、可変抵抗
ＶＲ１，ＶＲ２，ＶＲ３、コンデンサＣ１，Ｃ２等によ
り構成されている。オペアンプＯＰの非反転入力端子に
は抵抗Ｒ２及び可変抵抗ＶＲ１が接続されて、所定のし
きい電圧が印加される。反転入力端子には抵抗Ｒ１を介
してコントローラから供給される極性反転信号ＰＯＬが
入力される。また、このオペアンプＯＰには、可変抵抗
ＶＲ２と直列に接続された抵抗Ｒ３とが負帰還回路とし
て接続されている。可変抵抗ＶＲ１の抵抗値を調整する
ことによりしきい電圧が調整され、可変抵抗ＶＲ２の抵
抗値を調整することにより増幅率が調整される。また、
オペアンプＯＰの出力端子にはカップリングコンデンサ
Ｃ２を介してＤＣ調整部と接続される。可変抵抗ＶＲ３
はＤＣバイアス電流を調整するためのものである。
【００１１】共通信号生成回路６は、コントローラ５か
ら供給される極性反転信号ＰＯＬを所定の増幅率で反転
増幅し、反転増幅した極性反転信号ＰＯＬに対してバイ
アスをかけて共通信号Ｖcomを生成し、生成された共通
信号Ｖcomを液晶表示パネル９の各共通電極に供給す
る。
【００１２】なお、オペアンプＯＰを駆動するために、
最大１３．５Ｖ程度のゲート電圧用電源ＶGHを用いてい
る。以下に、その理由を説明する。従来の液晶駆動方法
では、ＴＦＴのゲート・ソース間の寄生容量の影響によ
る液晶印加電圧の歪みを補償するため、図１０に示すよ
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うに、共通電極に供給する共通信号Ｖcomの中心電位
（図１０（ｂ）の一点鎖線に示す）を表示信号ＶDの中
心電位に対してΔＶだけ低く設定して液晶印加電圧が正
負対象な波形に近くなるようにしている。そのため、液
晶を駆動するために必要な最大５Ｖ程度の電圧に、上述
の電圧ΔＶとしての約１Ｖ程度を加え、共通信号Ｖcom
の振幅を６Ｖと設定しているが、液晶モジュール用の駆
動電源には６．０Ｖ程度の電位差のものが無い。そのた
め、従来の共通信号生成回路６では走査ラインに印加す
るゲート電圧用電源ＶGH（約１３．５Ｖ）を用いてい
る。
【００１３】走査ドライバ７は、シフトレジスタ及びゲ
ート回路等（図示省略）から構成され、コントローラ５
から供給される水平制御信号に基づいてゲート信号ＶG
（走査信号）を生成して液晶表示パネル９のｎ本の走査
ラインに順次印加し、走査ラインを順次水平走査する。
【００１４】信号ドライバ８は、例えば、シフトレジス
タ、サンプルホールド回路、アナログバッファ等から構
成されるアナログドライバであり、コントローラ５から
の垂直制御信号に従って、反転アンプ４から供給される
ＲＧＢ反転信号を順次サンプリングし、当該サンプリン
グした信号に対応する階調信号を表示信号ＶDとして１
走査期間毎に液晶表示パネル９のｍ本の信号ラインに一
斉に印加する。
【００１５】ここで、液晶に直流的な電圧を印加し続け
ると液晶が劣化するので、前記共通電極に対して交互に
反対極性の電圧を印加する反転駆動と呼ばれる交流駆動
を行う。このために、例えば、１フィールド期間または
１水平期間（１Ｈ）毎に表示信号ＶDの極性を反転させ
るとともに、共通信号Ｖcomの極性を反対方向に反転さ
せる。
【００１６】液晶表示パネル９は、アクティブマトリッ
クス型のＴＦＴ液晶表示パネルが採用される。液晶表示
パネル９は、一対の基板（図示省略）間に液晶が封入さ
れ、一方の基板上にはｎ本の走査ライン（ゲートライ
ン）とｍ本の信号ライン（ドレインライン）がマトリッ
クス状に配置されて構成されている。また、走査ライン
と信号ラインの各交点にはｎチャネルＭＯＳ型のＴＦＴ
素子からなるスイッチング素子が夫々配置され、スイッ
チング素子のゲート電極には走査ラインが接続され、ソ
ース電極には信号ラインが接続され、ドレイン電極には
画素電極が接続される。また、対向する基板側には共通
電極とカラーフィルタが配置されている。共通電極には
コモンラインが接続され、共通信号生成回路６から出力
される共通信号Ｖcomが供給される。
【００１７】そして、液晶表示パネル９では上述の走査
ドライバ７及び信号ドライバ８によって順次走査ライン
及び信号ラインが選択駆動されて、順次選択された各画
素毎の画素電極に映像信号（ＲＧＢ信号）に対応するド
レイン電圧（表示信号ＶD）が印加され、電荷が保持さ
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れることにより映像（画像）が表示される。
【００１８】次に、従来の液晶表示装置１００の動作を
説明する。図１０（ａ）に示すように極性反転信号ＰＯ
Ｌは１水平走査期間（１Ｈ）毎に反転してコントローラ
５から出力され、反転アンプ４及び共通信号生成回路６
に入力されている。共通信号生成回路６では、入力され
た極性反転信号ＰＯＬをオペアンプＯＰによって反転増
幅し、図１０（ｂ）の太線で示すような波形を持つ共通
信号Ｖcomを液晶表示パネル９の各共通電極に出力す
る。
【００１９】図１０（ｂ）において、ＶＡは共通信号Ｖ
comがハイレベルのとき黒、ローレベルのとき白を表示
する表示信号ＶDの電位であり、ＶＢは共通信号Ｖcomが
ハイレベルのとき白、ローレベルのとき黒を表示する表
示信号ＶDの電位である。
【００２０】一方、映像信号入力端子２から映像信号が
入力されるとビデオインターフェイス回路３により、
Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号であるＲＧＢ信号、水平同期信号
Ｈ、及び垂直同期信号Ｖがデコードされ、反転アンプ１
４へＲＧＢ信号が入力され、水平同期信号Ｈ及び垂直同
期信号Ｖがコントローラ５へ入力される。
【００２１】反転アンプ４はビデオインターフェイス回
路３から入力されるＲＧＢ信号を例えば１水平走査期間
（１Ｈ）毎に交互に極性を反転させて反転ＲＧＢ信号を
生成し、信号ドライバ８に出力する。信号ドライバ８
は、コントローラ５から出力される垂直制御信号に基づ
いて、反転ＲＧＢ信号に対応する表示信号ＶDを信号ラ
インに入力する。
【００２２】ＴＦＴの走査ラインにゲート信号ＶGのハ
イレベル電圧ＶGHが印加されると、オンとなって選択さ
れた状態となる。このとき、信号ラインから表示信号Ｖ
Dとしてのドレイン電圧が画素電極に電荷の形で書き込
まれた後、次の走査ラインが選択されている間、前の走
査ラインを非選択状態としてＴＦＴをオフすることによ
り、既に書き込まれた電荷によって画素が駆動される。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】上述のように従来の液
晶表示装置１００では、共通信号Ｖcomを生成する際
に、液晶を駆動するための電圧（５Ｖ程度）に加え、Ｔ
ＦＴのゲート・ソース間の寄生容量の影響による液晶印
加電圧の歪みを補償するためのΔＶ（１Ｖ程度）を必要
とする。そのため、６．０Ｖ以上の電位差の電源を用い
る必要があった。そして、液晶モジュール用の駆動電源
には６．０Ｖ程度の電位差のものが無いため、走査ライ
ンに印加するゲート電圧用電源ＶGH（約１３．５Ｖ）を
用いて共通信号Ｖcomを生成していた。つまり、共通信
号Ｖcomの生成に必要な電圧（約６．０Ｖ）の２倍以上
もの電位差のある電源を用いていた。そのため、共通信
号の生成過程において電力を無駄に消費してしまうとい
う問題があった。
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【００２４】本発明の課題は、ＴＦＴ型液晶表示パネル
を駆動する際の消費電力を低減することが可能な液晶表
示装置、及び液晶駆動方法を提供することである。
【００２５】
【課題を解決するための手段】このような課題を達成す
るために、請求項１記載の発明は、各画素を構成する画
素電極に接続されたスイッチング素子を複数の走査ライ
ンと複数の信号ラインの各交点にマトリックス状に配置
してなる液晶表示パネルと、前記各画素電極に対向配置
された共通電極に所定周期毎に極性反転する共通信号を
供給する共通電極駆動手段と、前記スイッチング素子の
ゲート電極に夫々接続された各走査ラインに所定の走査
タイミングで走査信号を供給する走査側駆動手段と、前
記スイッチング素子のソース電極に夫々接続された各信
号ラインに、前記共通信号の極性反転のタイミングで交
互に極性反転させながら表示信号を供給する信号側駆動
手段と、を備えた液晶表示装置において、前記信号側駆
動手段は、前記表示信号の中心電位を、前記共通信号の
極性反転のタイミングで、前記共通信号の極性反転方向
に対する逆極性側に変動させて前記信号ラインに供給す
ることを特徴としている。
【００２６】この請求項１記載の発明の液晶表示装置に
よれば、表示信号の中心電位を、共通信号の極性反転の
タイミングで、共通信号の極性反転方向と逆極性の方向
に変動させて供給するので、共通信号の振幅を小さく設
定することができ、共通信号生成時の消費電力を低減し
て少ない消費電力で液晶を駆動することができる。
【００２７】また、請求項２記載の発明のように、請求
項１記載の液晶表示装置において、前記信号側駆動手段
が、デジタル映像信号をアナログ表示信号に変換するＤ
／Ａ変換器を備えたデジタル入力駆動手段である場合、
前記共通信号の極性反転のタイミングでＤ／Ａ変換器の
基準電圧を前記共通信号の極性反転方向に対する逆極性
側に切り替えることが有効である。
【００２８】この請求項２記載の発明によれば、信号側
駆動手段のＤ／Ａ変換器の基準電圧を前記共通信号の極
性反転方向に対する逆極性側に切り替えることにより、
表示信号の出力レベルの中心電位を共通信号の極性反転
方向と逆極性の方向に変動させることができる。
【００２９】また、請求項３記載の発明のように、請求
項１または２記載の液晶表示装置において、前記共通電
極駆動手段は、入力される極性反転信号を所定の電圧値
と比較して反転増幅する比較増幅回路及びバイアス調整
回路からなる共通信号生成手段を備え、前記比較増幅回
路には論理回路駆動用の電源を使用することが有効であ
る。
【００３０】この請求項３記載の発明によれば、共通信
号生成手段を比較増幅回路及びバイアス調整回路により
構成し、前記比較増幅回路には論理回路駆動用の電源を
使用するので、共通信号生成時の電源を論理回路駆動用
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7
電源からとることが可能となり、少ない消費電力で液晶
を駆動することができる。
【００３１】請求項４記載の発明のように、請求項１ま
たは２に記載の液晶表示装置において、前記共通電極駆
動手段は、入力される極性反転信号を反転するインバー
タ及びバイアス調整回路からなる共通信号生成手段を備
え、前記インバータには論理回路駆動用の電源を使用す
ることが有効である。
【００３２】この請求項４記載の発明によれば、共通信
号生成手段をインバータ及びバイアス調整回路により簡
素に構成し、前記インバータには論理回路駆動用の電源
を使用するので、共通信号生成時の電源を論理回路駆動
用電源からとることが可能となり、少ない消費電力で液
晶を駆動することができる。
【００３３】また、請求項５記載の発明のように、請求
項１または２記載の液晶表示装置において、前記共通電
極駆動手段は、入力される極性反転信号を反転するイン
バータからなる共通信号生成手段を備え、前記インバー
タから出力される信号を前記共通電極に直接供給するこ
とを特徴とすることが有効である。
【００３４】請求項５記載の発明によれば、共通信号生
成手段をインバータにより極めて簡素に構成し、極性反
転信号を反転した信号を共通信号として共通電極に直接
供給することができるので、より一層消費電力を低減す
ることができる。特に、低電圧で駆動する液晶表示パネ
ルを使用する場合に有効である。
【００３５】請求項６記載の発明は、液晶表示パネルの
各画素を構成する画素電極に接続されたスイッチング素
子を複数の走査ラインと複数の信号ラインの各交点にマ
トリックス状に配置し、前記各画素電極に対向配置され
た共通電極に所定周期毎に極性反転する共通信号を供給
し、前記スイッチング素子のゲート電極に夫々接続され
た各走査ラインに所定の走査タイミングで走査信号を供
給し、前記スイッチング素子のソース電極に夫々接続さ
れた各信号ラインに、前記共通信号の極性反転のタイミ
ングで交互に極性反転させながら表示信号を供給して、
前記各画素毎の液晶を駆動する液晶駆動方法において、
前記表示信号の中心電位を、前記共通信号の極性反転の
タイミングで、前記共通信号の極性反転方向に対する逆
極性側に変動させて前記信号ラインに供給することを特
徴としている。
【００３６】この請求項６記載の液晶駆動方法によれ
ば、表示信号の中心電位を、共通信号の極性反転のタイ
ミングで、共通信号の極性反転方向と逆極性の方向に変
動させて信号ラインに供給して液晶を駆動するので、共
通信号の振幅を小さく設定することができ、共通信号生
成時の消費電力を低減することができる。
【００３７】
【発明の実施の形態】以下、図を参照して本発明に係る
液晶表示装置、及び液晶駆動方法の実施の形態を詳細に
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説明する。
【００３８】〔第１の実施の形態〕まず、本第１の実施
の形態における構成を説明する。図１は、第１の実施の
形態における液晶表示装置１０の構成を示すブロック図
である。図１に示すように液晶表示装置１０は、電源供
給回路１１、ビデオインターフェイス回路３、反転アン
プ１４、コントローラ５、共通信号生成回路１６、走査
ドライバ７、信号ドライバ１８、液晶表示パネル９、及
び抵抗Ｒ１０，Ｒ２０から構成される。
【００３９】なお、図１において、ビデオインターフェ
イス回路３、コントローラ５、走査ドライバ７、及び液
晶表示パネル９については、図８に示す従来の液晶表示
装置１００と同一であるので、同一の符号を付し、その
構成説明を省略る。
【００４０】電源供給回路１１は、各種電圧値の電源を
生成して液晶表示装置１０の各部へ供給する。すなわち
共通信号生成回路１６に対して通常の論理回路駆動用の
電源である５．０Ｖ電源ＶDD及びおよそ３．０Ｖの電源
ＶCCを供給する。また、走査ドライバ７に対しては論理
回路駆動用の５．０Ｖ電源ＶDD、ゲート信号ＶGの最大
１３．５Ｖ程度のゲートハイレベル用電源ＶGH、及び－
１８Ｖ程度のゲートローレベル用電源ＶGLを供給し、信
号ドライバ８に対しては、論理回路駆動用の５．０Ｖ電
源ＶDD、及び表示信号ＶD用のバイアス電源ＶSHを供給
し、また、走査ドライバ７及び信号ドライバ１８に対し
て接地電圧Ｖ0（ＧＮＤ）を供給し、反転アンプ１４に
対して、反転ＲＧＢ信号の中心電位であるハイレベル電
位ＶＨを供給する。
【００４１】また、接地電圧Ｖ0（ＧＮＤ）を供給する
Ｖ0ラインと前記ハイレベル電位ＶＨを供給するＶＨラ
インとに対して並列に二つの抵抗Ｒ１０，Ｒ２０を接続
する。そして、これら二つの抵抗Ｒ１０，Ｒ２０により
ハイレベル電位ＶＨを分圧し、ローレベル電位ＶＬを生
成して反転アンプ１４に供給する。
【００４２】つまり、従来の電源供給回路１と電源数は
同一としたまま、反転アンプ１４へハイレベル電圧ＶＨ
及びローレベル電圧ＶＬを供給する。
【００４３】反転アンプ１４は、ビデオインタフェース
回路３から供給されるＲＧＢ信号から反転ＲＧＢ信号を
生成する際に、極性反転信号ＰＯＬに同期して反転ＲＧ
Ｂ信号の中心電位が交互にハイレベルＶＨとローレベル
ＶＬに変動するように切り替える。そして、中心電位を
変動して生成した反転ＲＧＢ信号を信号ドライバ１８に
対して出力する。極性反転信号ＰＯＬの電位がローレベ
ルの場合は反転ＲＧＢ信号の中心電位をローレベルＶＬ
とし、極性反転信号ＰＯＬの電位がハイレベルの場合は
反転ＲＧＢ信号の中心電位をハイレベルＶＨに切り替え
る（図３参照）。
【００４４】共通信号生成回路１６は従来の共通信号生
成回路６と同一の回路構成であるが、オペアンプＯＰの
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駆動電圧が従来と異なる。
【００４５】図２に共通信号生成回路１６の一例を示
す。以下、図２に示す構成の共通信号生成回路１６を共
通信号生成回路１６ａと呼ぶ。共通信号生成回路１６ａ
は、従来の共通信号生成回路６と同様に、オペアンプＯ
Ｐ、抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３、可変抵抗ＶＲ１，ＶＲ２，
ＶＲ３、コンデンサＣ１，Ｃ２等により構成されてい
る。
【００４６】そして、本実施の形態の共通信号生成回路
１６ａでは、オペアンプＯＰには通常の論理回路駆動用
の電源ＶDDが供給される。この電源ＶDDは５．０Ｖ程度
の大きさの電源である。
【００４７】このように構成される共通信号生成回路１
６は、論理回路駆動用の電源ＶDD（＝５．０Ｖ程度）に
てオペアンプＯＰを駆動して、コントローラ５から入力
される極性反転信号ＰＯＬをオペアンプＯＰにより反転
増幅し、振幅５．０Ｖ程度の共通信号Ｖcomを出力す
る。
【００４８】信号ドライバ１８は、コントローラ５から
の垂直制御信号に従って、反転アンプ１４から供給され
るＲＧＢ反転信号を順次サンプリングし、当該サンプリ
ングした信号に対応する階調信号を表示信号ＶDとして
１走査期間毎に液晶表示パネル９のｍ本の信号ラインに
一斉に印加する。このとき、反転アンプ１４から入力さ
れる反転ＲＧＢ信号の中心電位の変動に応じて、異なる
出力レベル範囲の表示信号ＶDが信号ラインに印加され
る。
【００４９】反転アンプ１４から入力される反転ＲＧＢ
信号の中心電位がハイレベルＶＨである場合は、信号ド
ライバ１８への出力レベル（表示信号ＶDの電位）が最
小ＶLmaxから最大ＶHmaxとなり、中心電位がローレベル
ＶＬである場合は、信号ドライバ１８のへ出力レベルが
最小ＶLminから最大ＶHminの範囲となる。この場合、両
レベルにおける信号ドライバ１８の出力レベルの範囲
（ＶHmax－ＶLmin）は共通信号Ｖcomの振幅の大きさ
（５．０Ｖ）未満であるものとする（図３参照）。
【００５０】次に動作を説明する。図３は第１の実施の
形態の液晶表示装置１０の動作を説明するタイミングチ
ャートであり、（ａ）は極性反転信号ＰＯＬを示し、
（ｂ）は表示信号ＶD及び共通信号Ｖcomを重ねて示して
いる。
【００５１】図３（ａ）に示すように極性反転信号ＰＯ
Ｌは１水平走査期間（１Ｈ）毎に反転してコントローラ
５から出力され、反転アンプ１４及び共通信号生成回路
１６に入力されている。共通信号生成回路１６では、入
力された極性反転信号ＰＯＬをオペアンプＯＰによって
反転増幅し、図３（ｂ）の太線で示すような波形を持つ
共通信号Ｖcomを液晶表示パネル９の各共通電極に出力
する。すなわち、極性反転信号ＰＯＬがローレベルのと
きにハイレベルの共通信号Ｖcomを出力し、極性反転信
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号ＰＯＬがハイレベルのときにローレベルの共通信号Ｖ
comを出力する。共通信号生成回路１６において、オペ
アンプＯＰの駆動電源として通常の論理回路駆動用電源
ＶDDを使用しているため、共通信号Ｖcomのハイレベル
とローレベルの電位差は５Ｖ程度である。
【００５２】一方、映像信号入力端子２から入力される
映像信号はビデオインターフェイス回路３により、ＲＧ
Ｂ信号、水平同期信号Ｈ、及び垂直同期信号Ｖにデコー
ドされ、ＲＧＢ信号は反転アンプ１４へ、水平同期信号
Ｈ及び垂直同期信号Ｖはコントローラ５へ入力される。
【００５３】反転アンプ１４はビデオインターフェイス
回路３から入力されるＲＧＢ信号を１水平走査期間（１
Ｈ）毎に交互に極性を反転させて反転ＲＧＢ信号を生成
する。また、１水平走査期間毎に中心電位をハイレベル
ＶＨとローレベルＶＬに変動させて反転ＲＧＢ信号を生
成し、信号ドライバ１８に出力する。信号ドライバ１８
は、コントローラ５から出力される垂直制御信号に基づ
いて、反転ＲＧＢ信号に対応する表示信号ＶDを信号ラ
インに入力する。
【００５４】ここで、図３（ｂ）の細点線に示すよう
に、表示信号ＶDの中心電位は共通信号Ｖcomがハイレベ
ルの場合にローレベルＶＬをとり、その出力レベルはＶ
HminからＶLminの範囲となる。また、共通信号Ｖcomが
ローレベルの場合に中心電位はハイレベルＶＨをとり、
その出力レベルはＶHmaxからＶLmaxの範囲となる。ま
た、表示信号ＶDの出力レベル範囲（ＶHmax－ＶLmin）
は中心電位の変動に関わらず、共通信号Ｖcomの振幅未
満（＜５Ｖ）とする。更に、従来の駆動方法において液
晶に印加する電圧（図中破線矢印の長さで示される）と
同一の電圧が液晶に印加されるように中心電位の変動幅
（ＶＨ－ＶＬ）が決定される。
【００５５】図３（ｂ）に示すように、はじめの水平走
査期間において、共通信号Ｖcom（太線）はハイレベル
が出力される。このとき、表示信号ＶDはＶHminとＶLmi
nの範囲（図中細かい点線の範囲）で出力され、中心電
位がローレベルＶＬとなっている。この時、液晶に印加
される電圧は破線矢印で示され、従来の液晶印加電圧と
同じ電圧に保たれている。次の水平走査期間において、
極性反転し、共通信号Ｖcom（太線）はローレベルが出
力される。また、表示信号ＶDは、その中心電位が前回
の水平走査期間における表示信号ＶDの中心電位ＶＬよ
りも上方向にシフトして中心電位ＶＨとなり、出力レベ
ルはＶHmaxとＶLmaxの範囲（図中細かい点線の範囲）で
出力される。この時、液晶印加電圧は破線矢印で示さ
れ、従来の液晶印加電圧と同じ電圧に保たれる。
【００５６】更に、次の水平走査期間では、極性反転
し、共通信号Ｖcom（太線）はハイレベルで出力され
る。また、表示信号ＶDは、その中心電位が前回の水平
走査期間における表示信号ＶDの中心電位ＶＨより下方
向にシフトして中心電位ＶＬとなり、ＶHminとＶLminの
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範囲（図中細かい点線の範囲）で出力される。この時、
液晶印加電圧は破線矢印で示され、従来の液晶印加電圧
と同じ電圧に保たれる。
【００５７】このように、表示信号ＶDは１水平走査期
間毎に極性を反転し、かつ中心電位も変動して、信号ラ
インに印加される。
【００５８】以上説明したように、第１の実施の形態で
は、信号ラインに供給する表示信号ＶDの中心電位を前
記共通信号の極性反転のタイミングで、共通信号の極性
反転方向に対する逆極性の方向にシフトさせる。つま
り、表示信号ＶDの最大値と最小値の電位差（ＶHmax－
ＶLmin）を５．０Ｖ以下となるようにし、かつ、中心電
位を変動させたときの液晶印加電圧が従来の波形による
液晶印加電圧と同一になるようにする。その結果、共通
信号Ｖcomの振幅を５．０Ｖ程度に抑えることが可能と
なり、共通信号生成回路１６のオペアンプＯＰに通常の
論理回路の駆動電圧である５．０Ｖ程度の電源を用いれ
ばよいことになる。従って、適正な電圧を液晶に印加し
ながら、共通信号生成時の消費電力を低減することが可
能となる。
【００５９】また、電源供給回路１１における電源数は
従来の電源供給回路１と変わらないため、電源供給回路
１１を従来の電源供給回路１から特に変えることなく、
共通信号生成回路１６の消費電力を低減することが可能
となるので、液晶表示装置１０の消費電力を低減するこ
とが可能となる。
【００６０】なお、第１の実施の形態では、信号ドライ
バ１８への入力側の信号（反転ＲＧＢ信号）の電位調整
にて表示信号ＶDの出力レベルを変動するようにした
が、信号ドライバ１８内で出力電圧のレベルを調整でき
る場合は、その出力側の調整にて表示信号ＶDの中心電
位を変動させるようにしてもよい。
【００６１】〔第２の実施の形態〕次に、第２の実施の
形態として、信号ドライバにデジタルドライバを用いた
液晶表示装置２０について説明する。図４は、第２の実
施の形態の液晶表示装置２０の構成を示すブロック図で
あり、図５は第２の実施の形態の液晶表示装置２０の動
作を説明するタイミングチャートであり、（ａ）は極性
反転信号ＰＯＬを示し、（ｂ）は信号ドライバ２８の出
力レベルの変動を示している。
【００６２】まず、液晶表示装置２０の構成を説明す
る。図４に示すように、第２の実施の形態の液晶表示装
置２０は、電源供給回路２１、ビデオインターフェイス
回路３、Ａ／Ｄ変換器２４、コントローラ５、共通信号
生成回路１６、走査ドライバ７、信号ドライバ２８、液
晶表示パネル９、及び抵抗Ｒ３０，Ｒ４０から構成され
る。
【００６３】なお、図４において、ビデオインターフェ
イス回路３、コントローラ５、走査ドライバ７、及び液
晶表示パネル９については、図８に示す従来の液晶表示
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装置１００と同一であり、共通信号生成回路１６は図２
に示す第１の実施の形態の共通信号生成回路１６と同一
であるので、同一の符号を付し、その構成説明を省略す
る。
【００６４】第２の実施の形態において、Ａ／Ｄ変換器
２４は、ビデオインタフェース回路３から供給されるア
ナログＲＧＢ信号をデジタル信号に変換し、ＲＧＢデジ
タル信号として信号ドライバ２８へ出力する。信号ドラ
イバ２８はシフトレジスタ、Ｄ／Ａ変換器等から構成さ
れるデジタル入力ドライバであり、コントローラ５から
の垂直制御信号に従って、Ａ／Ｄ変換器２４から供給さ
れるＲＧＢデジタル信号をＤ／Ａ変換器によってアナロ
グ信号に変換してアナログ階調信号である表示信号ＶD
を生成し、１走査期間毎に液晶表示パネル９のｍ本の信
号ラインに一斉に印加する。
【００６５】従来のデジタル入力ドライバでは一つの基
準電圧に基づいてＲＧＢデジタル信号を対応するアナロ
グ表示信号ＶDにＤ／Ａ変換するが、第２の実施の形態
の信号ドライバ２８は、極性反転信号ＰＯＬに同期して
Ｄ／Ａ変換における基準電位を変動させる。すなわち、
電源供給回路２１から信号ドライバ２８に基準電位ＶＡ
（ローレベル）及びＶＢ（ハイレベル）が供給され、基
準電位ＶＡ及びＶＢを極性反転信号ＰＯＬに応じて選択
するように構成される。例えば、図５に示すように、基
準電圧ＶＡによって生成されるアナログ階調信号の範囲
がＶＡmax～ＶＡmin、基準電圧ＶＢによって生成される
アナログ階調信号の範囲がＶＢmin～ＶＢmaxの場合、極
性反転信号ＰＯＬがローレベルの場合は基準電圧ＶＡを
選択して、表示信号ＶDの出力レベルをＶＡmaxからＶＡ
minの範囲とし、極性反転信号ＰＯＬがハイレベルの場
合は基準電圧ＶＢを選択して、表示信号ＶDの出力レベ
ルをＶＢminからＶＢmaxの範囲とする。このとき、表示
信号ＶDの出力レベル範囲（ＶＢmax－ＶＡmin）が共通
信号Ｖcomの振幅（５．０Ｖ）以内となるようにする。
【００６６】また、表示信号ＶDの出力レベルを切り替
えた場合に液晶に印加される電圧が従来の駆動方法にお
いて液晶に印加される電圧（図中実線矢印の長さで示さ
れる）と同一となるように、表示信号ＶDの出力レベル
を調整する。つまり、極性反転信号ＰＯＬがローレベル
のときは表示信号ＶDの出力レベルが低くなるようにＤ
／Ａ変換時の基準電位をＶＡに下げ、極性反転信号ＰＯ
Ｌがハイレベルのときは表示信号ＶDの出力レベルが高
くなるようにＤ／Ａ変換時の基準電位をＶＢに上げる。
また、共通信号Ｖcomの極性反転のタイミングでＤ／Ａ
変換の極性（Ｈ／Ｌ）も反転する。
【００６７】電源供給回路２１は、各種電圧値の電源を
生成して、液晶表示装置２０の各部へ供給する。すなわ
ち共通信号生成回路１６に対して通常の論理回路駆動用
の５．０ボルト電源ＶDD及びおよそ３．０ボルトの電源
ＶCCを供給する。また、走査ドライバ７に対しては論理
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回路駆動用の５．０Ｖ電源ＶDD、ゲート信号ＶGの最大
１３．５Ｖ程度のゲートハイレベル用電源ＶGH、及び－
１８Ｖ程度のゲートローレベル用電源ＶGLを供給し、Ａ
／Ｄ変換器２４に対して、Ａ／Ｄ変換器２４を駆動する
ための電源ＶDDを供給し、信号ドライバ２８に対して
は、論理回路駆動用の５．０Ｖ電源ＶDDを供給し、Ｄ／
Ａ変換の基準電位であるＶＡを供給する。また、走査ド
ライバ７及び信号ドライバ２８に対して基準電圧Ｖ０
（ＧＮＤ）を供給する。
【００６８】また、接地電圧Ｖ0（ＧＮＤ）を供給する
Ｖ0（ＧＮＤ）ラインと前記基準電位ＶＡを供給するＶ
Ａラインとに対して並列に二つの抵抗Ｒ３０，Ｒ４０を
接続する。そして、これら二つの抵抗Ｒ３０，Ｒ４０に
より基準電位ＶＡを分圧し、基準電位ＶＢを生成して信
号ドライバ２８に供給する。
【００６９】つまり、従来の電源供給回路１と電源数は
同一としたまま、信号ドライバ２８へ基準電圧ＶＡ，Ｖ
Ｂを供給する。
【００７０】次に、図５を参照して第２の実施の形態に
おける動作を説明する。まず、図５（ａ）に示すように
極性反転信号ＰＯＬが１水平走査期間（１Ｈ）毎に反転
してコントローラ５から出力され、信号ドライバ２８及
び共通信号生成回路１６に入力されている。共通信号生
成回路１６では入力された極性反転信号ＰＯＬをオペア
ンプＯＰによって反転増幅し、図５（ｂ）の太線で示す
ような波形を持つ共通信号Ｖcomを液晶表示パネル９の
各共通電極に出力する。すなわち、極性反転信号ＰＯＬ
がローレベルのときにハイレベルの共通信号Ｖcomを出
力し、極性反転信号ＰＯＬがハイレベルのときにローレ
ベルの共通信号Ｖcomを出力する。共通信号生成回路１
６において、オペアンプＯＰの駆動電源として通常の論
理回路駆動用電源ＶDDを使用しているため、共通信号Ｖ
comのハイレベルとローレベルの電位差は５Ｖ程度であ
る。
【００７１】一方、映像信号入力端子２から入力されビ
デオインターフェイス回路３によりデコードされたＲＧ
Ｂ信号はＡ／Ｄ変換器２４へ入力され、水平同期信号Ｈ
及び垂直同期信号Ｖはコントローラ５へ入力される。そ
して、Ａ／Ｄ変換器２４により入力されたＲＧＢ信号
（アナログ信号）がＲＧＢデジタル信号に変換される。
信号ドライバ２８は、コントローラ５から入力される極
性反転信号ＰＯＬの極性反転タイミングに同期して、信
号ドライバ２８内部のＤ／Ａ変換器の基準電位ＶＡ（ロ
ーレベル），ＶＢ（ハイレベル）を選択し、選択された
基準電位でＲＧＢデジタル信号をＤ／Ａ変換し、アナロ
グ表示信号ＶDとして、コントローラ５から入力される
垂直制御信号に基づいて複数の信号ラインに一斉に出力
する。
【００７２】表示信号ＶDの出力レベルの変動を図５
（ｂ）の細点線で示す。はじめの水平走査期間におい
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て、共通信号Ｖcom（太線）はハイレベルが出力され
る。このとき、信号ドライバ２８はＤ／Ａ変換器の基準
電位をＶＡ（ローレベル）に切り替え、ＶＡmaxからＶ
Ａminの範囲でＲＧＢデジタル信号をアナログの表示信
号ＶDに変換する（図中細点線）。この時、第１の実施
の形態の液晶表示装置１０と同様に、液晶に印加される
電圧（図示省略）は従来のものと同じ電圧に保たれてい
る。
【００７３】次の水平走査期間において、極性反転し、
共通信号Ｖcom（太線）はローレベルで出力される。こ
のとき、信号ドライバ２８はＤ／Ａ変換器の基準電位を
ＶＢ（ハイレベル）に切り替え、ＶＢminからＶＢmaxの
範囲でＲＧＢデジタル信号をアナログの表示信号ＶDに
変換する（図中細点線）。また、Ｄ／Ａ変換の極性（Ｈ
／Ｌ）も反転する。この時、第１の実施の形態の液晶表
示装置１０と同様に、液晶に印加される電圧（図示省
略）は従来の液晶印加電圧と同じ電圧に保たれている。
【００７４】更に、次の水平走査期間では、極性を反転
し、共通信号Ｖcom（太線）はハイレベルで出力され
る。このとき、信号ドライバ２８はＤ／Ａ変換器の基準
電位をＶＡ（ローレベル）に切り替え、ＶＡmaxからＶ
Ａminの範囲でＲＧＢデジタル信号をアナログの表示信
号ＶDに変換する（図中細点線）。また、Ｄ／Ａ変換の
極性（Ｈ／Ｌ）も反転する。この時、第１の実施の形態
の液晶表示装置１０と同様に、液晶に印加される電圧
（図示省略）は従来のものと同じ電圧に保たれている。
【００７５】このように、信号ドライバ２８は共通信号
Ｖcomの極性反転の都度（１水平走査期間毎に）、表示
信号ＶDの極性を反転し、かつ出力レベル範囲も変動し
て、信号ラインに供給する。
【００７６】以上説明したように、信号ドライバ２８に
デジタル入力ドライバを用いた場合は、ＲＧＢデジタル
信号をアナログ表示信号ＶDにＤ／Ａ変換する過程で、
その出力レベルを極性反転のタイミングで、共通信号Ｖ
comの極性反転方向に対する逆極性側に変動して、信号
ラインに出力する。つまり、Ｄ／Ａ変換器の基準電位を
ハイレベルＶＢまたはローレベルＶＡに切り替える。こ
の時、Ｄ／Ａ変換時の出力範囲を５．０Ｖ以内に抑え、
かつ、液晶印加電圧を従来の駆動方法による液晶印加電
圧と同一になるように調整することにより、共通信号を
５．０Ｖ程度に抑えることが可能となる。その結果、共
通電圧生成回路１６のオペアンプＯＰに通常の論理回路
の駆動電圧である５Ｖ程度の電源を用いることが可能と
なる。従って、適正な電圧を液晶に印加しながら、共通
信号生成回路１６の消費電力を低減することが可能とな
る。また、前記第１の実施の形態と同様に、電源供給回
路２１における電源数は従来の電源供給回路１と変わら
ないため、電源供給回路２１を従来の電源供給回路１か
ら特に変えることなく、共通信号生成回路１６時の消費
電力を低減することが可能となり、液晶表示装置２０の
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消費電力を低減することが可能となる。
【００７７】なお、上記の構成では電源供給回路２１か
ら信号ドライバ２８にＤ／Ａ変換の基準電位ＶＡ、ＶＢ
が供給され、極性反転信号ＰＯＬの極性反転タイミング
に同期して何れか一方を選択する構成としたが、電源供
給回路２１から供給される基準電圧のレベルを極性反転
信号ＰＯＬの極性反転タイミングに同期して変動させる
ように構成してもよい。この場合には、信号ドライバ２
８の構成は従来のデジタルドライバと同様とすることが
できる。
【００７８】〔第３の実施の形態〕次に、第３の実施の
形態の液晶表示装置について説明する。第３の実施の形
態の液晶表示装置の構成は、共通信号生成回路を除き第
１または第２の実施の形態の液晶表示装置１０，２０と
同様なので、図示及び各部の説明を省略し、同一の各部
を第１の実施の形態の液晶表示装置１０の各部と同一の
符号を付すこととする。以下、図６を参照して第３の実
施の形態の共通信号生成回路１６ｂについて説明する。
【００７９】第３の実施の形態の共通信号生成回路１６
ｂはインバータＩＮＶ、コンデンサＣ２、及びＤＣ調整
部である可変抵抗ＶＲ３により構成される。インバータ
ＩＮＶには通常の論理回路駆動用の電源ＶDDが供給され
る。この電源ＶDDは５．０Ｖ程度の大きさの電源であ
る。
【００８０】インバータＩＮＶの入力端子にはコントロ
ーラ５から供給される極性反転信号ＰＯＬが入力され、
極性反転信号ＰＯＬの電位を固定して反転し、出力す
る。また、インバータＩＮＶの出力端子には、カップリ
ングコンデンサＣ２を介してＤＣ調整部が接続される。
ＤＣ調整部の可変抵抗ＶＲ３は共通信号Ｖcomのバイア
ス電流を調整するためのものである。従って、第３の実
施の形態の共通信号生成回路１６ｂは、コントローラ５
から供給される極性反転信号ＰＯＬをインバータＩＮＶ
により電圧を固定して反転して出力し、この出力信号に
対してＤＣ調整部によってバイアスをかけて、共通信号
Ｖcomとして出力する。生成される共通信号Ｖcomの振幅
は５．０Ｖ程度である。
【００８１】ここで、共通信号生成回路１６ｂは共通信
号Ｖcomを生成する素子としてインバータＩＮＶを用い
るが、インバータＩＮＶはスレッシュの制限を受けるた
め、コントローラ５側で極性反転信号ＰＯＬの振幅を調
整する。すなわち、極性反転信号ＰＯＬの振幅をインバ
ータＩＮＶの動作に必要な振幅とする。
【００８２】第３の実施の形態では、この共通信号生成
回路１６ｂを液晶表示装置１０（または２０）に適用
し、信号ドライバ１８（または２８）から出力する表示
信号ＶDの中心電位を図２（または図５）に示すように
共通信号Ｖcomの極性反転のタイミングで交互に変動さ
せ、液晶印加電圧が従来の波形によるものと等しくなる
ようにしている。
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【００８３】以上説明したように、第３の実施の形態の
液晶表示装置は、共通信号Ｖcomを生成する共通信号生
成回路１６ｂを、インバータＩＮＶ、ＤＣ調整部、及び
カップリングコンデンサＣ２で構成し、コントローラ５
から供給される極性反転信号ＰＯＬの振幅を固定して反
転し、所定の値のバイアスをかけて共通信号Ｖcomを生
成し、液晶表示パネル９の共通電極に対して出力する。
【００８４】従って、オペアンプＯＰを使用せずに共通
信号Ｖcomを生成するので共通信号生成回路１６を簡素
に構成できるとともに、共通信号生成時の消費電力を低
減させることができる。
【００８５】なお、第３の実施の形態では、インバータ
ＩＮＶの電源電圧値を固定値ＶDDとしたため共通信号の
振幅は固定であるが、インバータＩＮＶの電源電圧を変
動させることで共通信号の振幅を変動することも可能で
ある。
【００８６】〔第４の実施の形態〕次に、第４の実施の
形態の液晶表示装置について説明する。第４の実施の形
態では、液晶表示パネル９に低電圧液晶を使用した場合
に好適な例を示す。すなわち、液晶表示パネル９に低電
圧液晶を用いる場合は、液晶印加電圧が小さくてよいた
め表示信号ＶDの出力レベル範囲を狭くすることができ
る。そこで、第４の実施の形態では、共通信号生成回路
１６のＤＣ調整部を省いて簡素に構成し、液晶に印加さ
れるＤＣバイアスの調整は表示信号ＶDの出力レベルの
調整で行うこととする。
【００８７】また、第４の実施の形態の液晶表示装置
は、共通信号生成回路１６の構成及び液晶表示パネルに
低電圧液晶を用いている点を除き、第１または第２の実
施の形態の液晶表示装置１０，２０と同様なので、図示
及び各部の説明を省略し、以下の説明には第１の実施の
形態の液晶表示装置１０の各部と同一符号を付すことと
する。以下、図７を参照して第４の実施の形態の共通信
号生成回路１６ｃについて説明する。
【００８８】第４の実施の形態の共通信号生成回路１６
ａはインバータＩＮＶにより構成される。インバータＩ
ＮＶには通常の論理回路駆動用の電源ＶDDが供給され
る。この電源ＶDDは５．０Ｖ程度の大きさの電源であ
る。
【００８９】インバータＩＮＶの入力端子にはコントロ
ーラ５から供給される極性反転信号ＰＯＬが入力され
る。インバータＩＮＶは極性反転信号ＰＯＬの電位を固
定して反転し、この反転した信号を共通信号Ｖcomとし
て液晶の共通電極に対して出力する。すなわち、第１～
第３の実施の形態の共通信号生成回路１６ａ，１６ｂに
示すようなＤＣ調整部を設けずに、インバータＩＮＶの
出力を共通信号Ｖcomとして、直接共通電極へ供給す
る。
【００９０】低電圧液晶を用いる場合、ＲＧＢ信号の出
力レベル範囲は狭くてよいため、５．０Ｖ電源ＶDDの範
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囲内でＲＧＢ信号の中心電圧を変動させることができ
る。そこで、液晶に印加される電圧のＤＣレベルの調整
が必要な場合は、信号ドライバ１８に入力されるＲＧＢ
信号のレベルを調整すればよい。
【００９１】また、第１～第３の実施の形態と同様に、
信号ドライバ１８（または２８）から出力する表示信号
ＶDの中心電位を図２（または図５）に示すように共通
信号Ｖcomの極性反転のタイミングで交互に変動させ、
液晶印加電圧が従来の波形によるものと等しくなるよう
にしている。
【００９２】以上説明したように、第４の実施の形態の
液晶表示装置は、共通信号Ｖcomを生成する共通信号生
成回路１６ｃをインバータＩＮＶにより簡素に構成し、
コントローラ５から供給される極性反転信号ＰＯＬの振
幅を固定して反転し、共通信号Ｖcomとして直接液晶の
共通電極に対して出力する。
【００９３】従って、共通信号生成回路１６ｃにおける
消費電力を更に低減し、また、液晶表示パネル９全体の
消費電力を低減することができる。
【００９４】
【発明の効果】請求項１及び６記載の発明によれば、表
示信号の中心電位を共通信号の極性反転のタイミング
で、前記共通信号の極性反転方向に対する逆極性側に変
動させて供給するので、共通信号の振幅を小さく設定す
ることができ、共通信号生成時の消費電力を低減して少
ない消費電力で液晶を駆動することができる。
【００９５】請求項２記載の発明によれば、信号側駆動
手段のＤ／Ａ変換器の基準電圧を前記共通信号の極性反
転方向に対する逆極性側に切り替えることにより、表示
信号の出力レベルの中心電位を共通信号の極性反転方向
と逆極性の方向に変動させることができる。
【００９６】請求項３記載の発明によれば、共通信号生
成手段を比較増幅回路及びバイアス調整回路により構成
し、前記比較増幅回路には論理回路駆動用の電源を使用
するので、共通信号生成時の電源を論理回路駆動用電源
から取ることが可能となり、少ない消費電力で液晶を駆
動することができる。
【００９７】請求項４記載の発明によれば、共通信号生
成手段をインバータ及びバイアス調整回路により簡素に
構成し、前記インバータには論理回路駆動用の電源を使
用するので、共通信号生成時の電源を論理回路駆動用電
源から取ることが可能となり、少ない消費電力で液晶を
駆動することができる。
【００９８】請求項５記載の発明によれば、共通信号生
成手段をインバータにより極めて簡素に構成し、極性反
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転信号を反転した信号を共通信号として共通電極に直接
供給することができるので、より一層消費電力を低減す
ることができる。特に、低電圧で駆動する液晶表示パネ
ルを使用する場合に有効である。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態における液晶表示装置１０の
構成を示すブロック図である。
【図２】共通信号生成回路１６ａを示す図である。
【図３】液晶表示装置１０の動作を説明するタイミング
チャートであり、（ａ）は極性反転信号ＰＯＬ、（ｂ）
は表示信号ＶD及び共通信号Ｖcomを重ねて示している。
【図４】第２の実施の形態の液晶表示装置２０の構成を
示すブロック図である。
【図５】液晶表示装置２０の動作を説明するタイミング
チャートであり、（ａ）は極性反転信号ＰＯＬ、（ｂ）
は信号ドライバ２８の出力電圧の範囲の変動を示す。
【図６】第３の実施の形態における共通信号生成回路１
６ｂを示す図である。
【図７】第４の実施の形態における共通信号生成回路１
６ｃを示す図である。
【図８】従来の液晶表示装置１００の構成を示すブロッ
ク図である。
【図９】従来の共通信号生成回路６を示す図である。
【図１０】従来の液晶表示装置１００の動作を説明する
タイミングチャートであり、（ａ）は極性反転信号ＰＯ
Ｌ、（ｂ）は共通信号Ｖcom及び表示信号ＶDを重ねて示
している。
【符号の説明】
１０    液晶表示装置（第１の実施の形態）
１１    電源供給回路
２    映像信号入力端子
３    ビデオインターフェイス回路
１４    反転アンプ
５    コントローラ
１６    共通信号生成回路
７    走査ドライバ
１８    信号ドライバ（アナログドライバ）
９    液晶表示パネル
Ｒ１０，Ｒ２０    抵抗
２０    液晶表示装置（第２の実施の形態）
２１    電源供給回路
２４    Ａ／Ｄ変換器
２８    信号ドライバ（デジタルドライバ）
Ｒ３０，Ｒ４０    抵抗
１６ａ，１６ｂ，１６ｃ    共通信号生成回路
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